
令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

ホール運営事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 ホール運営事業 事業No. 
事業担当課 まちづくり部　文化・スポーツ課 所属長 高見　智幸 担当者

①文化ホール事業の充実

会計区分 一般

長井　誠 高見辰二

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 一般市民及び舞台芸術等文化活動を行っている市民、高校生以下の市民

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・ホール事業に積極的に参画してもらう機会（鑑賞、事業への参加、オペレーター登録）をつくることで、
舞台芸術に関心のある市民層を増やし、舞台芸術に対する市民意識を高める。
・ホール事業を通じて舞台芸術文化団体等の支援を行い、活動を活性化させる。
・小中学生に舞台芸術鑑賞の機会を与えることで、情操や鑑賞マナーを養う。

⑤芸術・文化の振興
根拠法令・個別計画等 文化芸術振興基本法、劇場・音楽堂等の活性化に関する法律、丹波市立文化ホール条例

事業期間 開始年度 27 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【５】ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち

施策目標
５‐８【芸術・文化】地域の芸術・文化を守り育て活かそう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・鑑賞型公演(著名アーティストコンサート等)、県民芸術劇場、ピックアップアーティスト公演（市内出身
のアーティスト起用）、自主映画会（年度内３回～４回、スタインウェイピアノ試奏会（不定期）の開催
・アマチュアアーティスト育成支援事業（バンド、ピアノ、ダンス、和太鼓等の各フェスタ）実施

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・鑑賞型公演、県民芸術
劇場、ピックアップアー
ティスト公演、自主映画
会、スタインウェイピアノ
試奏会の開催
・アマチュアアーティスト
育成支援事業の実施

・鑑賞型公演、県民芸術
劇場、ピックアップアー
ティスト公演、自主映画
会、スタインウェイピアノ
試奏会の開催
・アマチュアアーティスト
育成支援事業の実施

・鑑賞型公演、県民芸術
劇場、ピックアップアー
ティスト公演、自主映画
会、スタインウェイピアノ
試奏会の開催
・アマチュアアーティスト
育成支援事業の実施

・鑑賞型公演、県民芸術
劇場、ピックアップアー
ティスト公演、自主映画
会、スタインウェイピアノ
試奏会の開催
・アマチュアアーティスト
育成支援事業の実施

・鑑賞型公演、県民芸術
劇場、ピックアップアー
ティスト公演、自主映画
会、スタインウェイピアノ
試奏会の開催
・アマチュアアーティスト
育成支援事業の実施

令和元年度事業
及び積算内容

・【有料公演】大型鑑賞型公演（3）　小規模音楽系公演（2）　　クリスマスコンサート（1）　　人形劇公演（1）　　県民芸術劇場（1）
ピックアップアーティスト公演（2）　　業者共催企画（1）　　スタインウェイピアノ試奏会（3）
・【無料公演】アマチュアアーティスト育成支援事業（4フェスタ）　　映画会（3）
・ホール運営事業一式経費　16,560千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 21,156 19,594 18,545 17,067 16,560

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 29,156 27,594 26,249 24,771 28,790

人件費C=B×7,500千円 5,920 5,920 5,624 5,624 10,350

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.74 0.74 0.74 0.74 1.38

人件費E=D×2,000千円 2,080 2,080 2,080 2,080 1,880

非常勤職員従事者数（人・年）D 1.04 1.04 1.04 1.04 0.94

国・県支出金 0 0 0 0 0
特定財源 9,205 5,873 4,725 5,825 5,725

受益者負担金 8,950 5,648 4,500 5,600 5,500
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 19,951 21,721 21,524 18,946 23,065
その他特財 255 225 225 225 225

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果
1年以内に市内の文化ホールなどが行う舞台
芸術・音楽コンサートへ行ったことがある市民
の割合

％ 市民意識アンケート調査
50 50 50 50 60
33 37 37 34

7,000 7,000 7,000
5,630 7,156 6,266 5,213

成果 自主事業鑑賞者数 人
ホール自主事業の鑑賞者総
数

7,000 7,000

90 90 90
38 42 48 47

成果
稼動中のボランティアオペ
レーター数

人
ボランティアオペレーターの会
員数

90 90

80 80 90
87 87 81 76

成果
高校生以下の鑑賞者満足
度

％
催物開催時に実施するアン
ケートの満足度の割合

70 70



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

ホール管理事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 ホール管理事業 事業No. 
事業担当課 まちづくり部　文化・スポーツ課 所属長 高見　智幸 担当者

①文化ホール事業の充実

会計区分 一般

長井　誠 足立  稔

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 市内文化ホール（ライフピアいちじま大ホール、春日文化ホール）、ホール利用者

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

丹波市が直営する市内文化ホールの適正な維持管理

根拠法令・個別計画等 丹波市立文化ホール条例,、丹波市立文化ホール条例施行規則、文化芸術振興基本法、劇場・音楽堂等の活性化に関する法律

事業期間 開始年度 27 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【５】ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち

施策目標
５‐８【芸術・文化】地域の芸術・文化を守り育て活かそう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・舞台吊物、照明、音響、空調等設備機器及び防火対象物等の保守点検業務委託
・設備機器の修繕・工事、備品の整備等保全管理
・ホール利用時の設備機器操作対応
・文化ホール事業推進会議の開催

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・ライフピアいちじま
大ホール、春日文化
ホール、やまなみ
ホールの維持管理
・やまなみホール改
修工事（実施設計・工
事）

・ライフピアいちじま大
ホール、春日文化ホー
ルの維持管理
・やまなみホール職員技
術サポート
・ライフピアいちじま大
ホール天井耐震工事
（実施設計・工事）

・ライフピアいちじま
大ホール、春日文
化ホールの維持管
理

・ライフピアいちじま
大ホール、春日文
化ホールの維持管
理

・ライフピアいちじま
大ホール、春日文
化ホールの維持管
理

令和元年度事業
及び積算内容

・2ホールの営繕管理
・展示用大型パネル購入
・ホール管理事業一式経費　21,893千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 67,369 36,419 24,758 22,398 21,893

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 81,309 50,359 36,358 33,998 27,898

人件費C=B×7,500千円 10,240 10,240 7,600 7,600 2,025

職員従事者数（人・年）Ｂ 1.28 1.28 1.00 1.00 0.27

人件費E=D×2,000千円 3,700 3,700 4,000 4,000 3,980

非常勤職員従事者数（人・年）D 1.85 1.85 2.00 2.00 1.99

国・県支出金 38,400 9,700 0 0 0
特定財源 46,548 14,356 4,680 4,680 4,680

受益者負担金 8,148 4,656 4,680 4,680 4,680
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 34,761 36,003 31,678 29,318 23,218
その他特財 0 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果
設備機器の故障件数（ライ
フピアいちじま大ホール）

回
業者等へ発注した設備・機器
の修繕件数

5 5 3 3 3
1 0 3 1

3 3 3
2 7 8 2

成果
設備機器の故障件数（春日文化
ホール）※公用車・事務機器を除く

回
業者等へ発注した設備・機器
の修繕件数

5 5

― ― ―
4 ― ― ― ―

成果
設備機器の故障件数（やま
なみホール）

回
業者等へ発注した設備・機器
の修繕件数

5 ―

0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0

成果
市立文化ホールで事故件
数

回
市立の3ホール催物開催時に起
こった事故・怪我などの件数

0.0 0.0



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

芸術文化団体育成事業 市展開催事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 芸術文化振興事業 事業No. 
事業担当課 まちづくり部　文化・スポーツ課 所属長 高見　智幸 担当者

②市展開催事業の充実 ⑤芸術・文化の振興

丹波市俳人細見綾子ふるさと文化振興基金管理事業 俳人細見綾子生家管理事業

会計区分 一般 芸術文化振興事業

高見　辰二 長井　誠

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 各文化協会会員・各郷土民踊保存会会員、芸術文化に親しもうとする丹波市内外の市民

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・丹波市文化協会、丹波市郷土民踊保存協会をはじめとする芸術文化団体の活動を支援し、文化芸
術に関わる活動を強化することで、団体の自立を促進させるとともに、丹波市の文化芸術活動に関す
る情報発信を促進する。

③芸術文化団体の支援
根拠法令・個別計画等 文化芸術振興基本法、丹波市展実行委員会設置要綱、丹波市俳人細見綾子ふるさと文化振興基金条例

事業期間 開始年度 27 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【５】ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち

施策目標
５‐８【芸術・文化】地域の芸術・文化を守り育て活かそう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・丹波市文化協会、丹波市郷土民踊保存協会をはじめとする芸術文化団体のへ補助金交付及び活動支援
・丹波アートコンペティション（丹波市展）の開催により、文化芸術の裾野拡大とモチベーションアップを図る。
・丹波市俳人細見綾子生家の整備、維持管理及び丹波市俳人細見綾子ふるさと文化振興基金管理
・丹波市文化芸術推進基本計画策定

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・市文化協会総合
文化祭の開催
・市郷土民踊保存
協会事業開催（市
民踊のつどい）
・丹波市展開催

・市文化協会総合
文化祭の開催
・市郷土民踊保存
協会事業開催（市
民踊のつどい）
・丹波市展開催
・細見綾子ふるさと
文化振興基金管理

・市文化協会総合文化
祭の開催
・市郷土民踊保存協会
事業開催（市民踊のつど
い）
・市民美術展開催
・細見綾子ふるさと文化
振興基金管理
・細見綾子生家整備・維
持管理

・市文化協会総合文化祭の
開催
・市郷土民踊保存協会事業
開催（市民踊のつどい）
・市民美術展開催
・細見綾子ふるさと文化振興
基金管理
・細見綾子生家維持管理
・文化芸術推進基本計画の
策定

・文化団体等への適正な補
助金交付・活動支援
・丹波アートコンペティション
開催
・細見綾子ふるさと文化振興
基金管理
・細見綾子生家維持管理
・文化芸術推進基本計画の
策定

令和元年度事業
及び積算内容

・丹波文化団体協議会負担金、生涯学習推進団体補助金（市文化協会、郷土民踊保存協会、ｵﾍﾟﾚｰ
ﾀｰｸﾗﾌﾞZEROⅣ、丹波市俳句協会）・・・7,317千円
・丹波市俳人細見綾子ふるさと文化振興基金管理(基金利子積立金)・・・229千円
・芸術文化振興経費（文化芸術推進基本計画策定）・・・4,473千円　　・市展開催経費・・・3,000千円
・俳人細見綾子生家管理経費・・・790千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 112,512 14,995 43,388 9,982 15,809

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 120,572 23,055 51,056 17,650 30,364

人件費C=B×7,500千円 7,840 7,840 7,448 7,448 14,475

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.98 0.98 0.98 0.98 1.93

人件費E=D×2,000千円 220 220 220 220 80

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.11 0.11 0.11 0.11 0.04

国・県支出金 0 0 0 0 0
特定財源 100,977 3,841 33,669 1,184 6,659

受益者負担金 0 0 150 150 200
借入金（地方債） 0 2,700 27,000 0 0

一般財源 19,595 19,214 17,387 16,466 23,705
その他特財 100,977 1,141 6,519 1,034 6,459

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 丹波市文化協会会員数 人
年度当初の市協会への登録
会員数

4,000 4,000 4,000 4,000 3,500
3,177 2,884 2,742 2,672

500 500 500
455 453 403 393

成果
丹波市郷土民踊保存協会
会員数

人
年度当初の市協会への登録
会員数

500 500

― ― ―
282 ― ― ― ―

成果
丹波美術大賞展の応募点
数

点
丹波美術大賞展の応募点数合
計（目標：市内30+市外300）

330 ―

160 160 ―
129 102 138 143 ―

成果 市民美術展応募点数 点 市民美術展応募点数合計
160 160

― ― 200
― ― ― ―

成果
丹波アートコンペティション
応募点数

点
丹波アートコンペティション応
募点数

― ―



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

文化財管理・保存事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 文化財管理・保存事業 事業No. 
事業担当課 教育部　文化財課 所属長 長奥　喜和 担当者

④歴史文化遺産の保存と継承

文化財整備事業

会計区分 一般

山内　邦彦 下山　文隆

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 文化財や地域に残る歴史的文化遺産の所有者と管理者、及び文化財や歴史に興味や関心を持つ人

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

文化遺産を将来にわたって良好な状態で管理・保存するため、
・文化遺産がまちづくりにおける歴史的、文化的な核に位置づけられるようにしていく。
・文化遺産がまちづくりの重要な資源として利活用され、保護・伝承していく意識を高められるようにす
る。

根拠法令・個別計画等 文化財保護法、県文化財保護条例、市文化財保護条例、市指定文化財保存整備等補助交付要綱
事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【５】ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち

施策目標
５‐８【芸術・文化】地域の芸術・文化を守り育て活かそう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・市が所有、管理する指定文化財の適正な管理・保存
・市内の指定文化財所有者・管理者へ保護と管理の指導や保存整備のための補助金を交付
・文化財保護審議委員会の開催
・古文書等歴史文化資料の調査活動の展開

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・指定文化財の保存
整備補助事業
・黒井城跡整備基本
計画策定
・三ッ塚史跡公園再
整備工事
・市内古文書等歴史
資料調査その報告

・指定文化財の保存
整備補助事業
・黒井城跡整備基本
計画策定
・三ッ塚史跡公園再
整備工事
・市内古文書等歴史
資料調査その報告

・指定文化財の保存
整備補助事業
・黒井城跡整備基本
計画策定
・三ッ塚史跡公園再
整備工事
・市内古文書等歴史
資料調査その報告

・指定文化財の保存
整備補助事業
・黒井城跡整備基本
計画に基づく調査等
・三ッ塚史跡公園再
整備工事
・市内古文書等歴史
資料調査その報告

・指定文化財の保存
整備補助事業
・黒井城跡補修工事
・市内古文書等歴史
資料調査及びその報
告

令和元年度事業
及び積算内容

文化財草刈等管理業務：3,000千円
文化財保存整備補助金：2,731千円
黒井城跡補修工事及び工事監理：32,000千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 61,421 76,415 82,615 60,318 54,961

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 83,901 99,375 104,431 82,134 74,086

人件費C=B×7,500千円 22,400 22,880 21,736 21,736 19,125

職員従事者数（人・年）Ｂ 2.80 2.86 2.86 2.86 2.55

人件費E=D×2,000千円 80 80 80 80 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.04 0.04 0.04 0.04 0.00

国・県支出金 0 0 0 0 15,496
特定財源 0 40,400 15,500 28,200 15,496

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 40,400 15,500 28,200 0

一般財源 83,901 58,975 88,931 53,934 58,590
その他特財 0 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

活動
文化財保存整備補助金交
付件数

件
文化財保存整備の補助金交
付件数

16 16 16 16 16
12 11 12 13

297 301 301
296 297 301 301

成果
適切に保存管理している指
定文化財の件数

件
適切に保存管理できている指
定文化財の件数

295 296



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

埋蔵文化財調査事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 埋蔵文化財調査事業 事業No. 
事業担当課 教育部　文化財課 所属長 長奥　喜和 担当者

④歴史文化遺産の保存と継承

会計区分 一般

山内　邦彦 西岡　真理

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 埋蔵文化財試掘・発掘調査出土遺物

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

これまでに試掘、発掘調査で出土した膨大な遺物を整理し、報告書刊行のための基礎資料にするとと
もに、これらを展示・公開することで保存活用を図る。

根拠法令・個別計画等 文化財保護法、県文化財保護条例、市文化財保護条例、市指定文化財保存整備等補助交付要綱
事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【５】ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち

施策目標
５‐８【芸術・文化】地域の芸術・文化を守り育て活かそう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

開発等に伴い必要となる埋蔵文化財の試掘・発掘調査及びこれまでの試掘・発掘調査で出土した遺
物の洗浄、注記、復元、実測、図面トレース、写真撮影等の整理作業を行う。

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
試掘・発掘調査
遺物整理業務
報告書作成

試掘・発掘調査
遺物整理業務
報告書作成

試掘・発掘調査
遺物整理業務
報告書作成

試掘・発掘調査
遺物整理業務
報告書作成

試掘・発掘調査
遺物整理業務
報告書作成

令和元年度事業
及び積算内容

埋蔵文化財試掘調査業務：2,200千円
遺物整理業務：2,800千円
調査報告書作成：443千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 5,707 6,181 6,339 6,302 5,705

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 10,667 11,061 10,975 10,102 8,705

人件費C=B×7,500千円 4,960 4,880 4,636 3,800 3,000

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.62 0.61 0.61 0.50 0.40

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

国・県支出金 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500
特定財源 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 9,167 9,561 9,475 8,602 7,205
その他特財 0 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

活動 試掘・発掘調査件数 件
試掘・発掘調査を実施した件
数

11 11 11 11 11
13 16 13 8

20 20 20
10 15 26 30

成果 出土遺物の整理済箱数 箱 整理済箱数
20 20



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

歴史民俗資料館等管理事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 歴史民俗資料館管理・運営事業 事業No. 
事業担当課 教育部　文化財課 所属長 長奥　喜和 担当者

④歴史文化遺産の保存と継承

氷上回廊水分れフィールドミュージアム拠点整備事業

会計区分 一般

山内　邦彦 徳原由紀子

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 丹波市の歴史を知りたい市内外の人々、指定文化財及び未指定の地域に残る文化遺産

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

市民に対し、市の歴史や文化に触れる機会を設けることにより、
・市民が丹波市の歴史・文化遺産・ゆかりの人物について理解が深められるようにする。
・市民に地域に対する誇りや愛着の心を醸成する。

根拠法令・個別計画等 丹波市立歴史民俗資料館条例、丹波市立歴史民俗資料館条例施行規則
事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【５】ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち

施策目標
５‐８【芸術・文化】地域の芸術・文化を守り育て活かそう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・各資料館の維持管理
・水分れ資料館のリニューアル
・歴史建造物の悉皆調査報告書の刊行
・大河ドラマ「麒麟がくる」に伴うフォーラム及び特別展の実施
・収蔵品目録の作成

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・各資料館の維持
管理
・調査相談業務の
受付
・歴史建造物の悉
皆調査

・各資料館の維持
管理
・調査相談業務の
受付
・歴史建造物の悉
皆調査

・各資料館の維持
管理
・調査相談業務の
受付
・歴史建造物の悉
皆調査

・各資料館の維持
管理
・歴史建造物の悉
皆調査
・水分れ資料館リ
ニュール基本構想
の整理

・歴史建造物の悉
皆調査報告書刊行
・水分れ資料館リ
ニュール改修工事
・大河ドラマ「麒麟
がくる」に伴うフォー
ラム及び特別展の
実施

令和元年度事業
及び積算内容

建造物悉皆調査（氷上・青垣地域）報告書印刷：1,870千円
水分れ資料館建築改修実施設計・工事・監理： 107,735千円、展示設計製作設置業務：13,200千円
大河ドラマ「麒麟がくる」に伴うフォーラム及び特別展の開催：646千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 11,093 11,810 20,516 20,649 137,364

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 19,733 19,970 28,464 30,649 154,739

人件費C=B×7,500千円 4,720 4,240 4,028 6,080 15,375

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.59 0.53 0.53 0.80 2.05

人件費E=D×2,000千円 3,920 3,920 3,920 3,920 2,000

非常勤職員従事者数（人・年）D 1.96 1.96 1.96 1.96 1.00

国・県支出金 0 0 0 0 57,227
特定財源 1,229 1,197 1,197 1,177 121,301

受益者負担金 1,229 1,197 1,197 1,177 1,074
借入金（地方債） 0 0 0 0 63,000

一般財源 18,504 18,773 27,267 29,472 33,438
その他特財 0 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 入館者数 人 資料館5館の総入館者数
10,000 10,000 10,000 10,000 7,000
9,078 9,253 10,442 11,638



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

美術館管理運営事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 美術館管理運営事業 事業No. 5602
事業担当課 　美術館 所属長 長奥　喜和 担当者

⑤芸術・文化の振興

会計区分 一般

徳原　多喜雄 足立　望実

年度

２．事業の概要
対象（誰を、何を） 入館者、未入館者

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・市民がこころ豊かでいきいきとした生活を送れるようにする。
・豊かな人間性と芸術に親しむ青少年を育成する。

根拠法令・個別計画等 教育基本法、社会教育法、博物館法、文化財保護法、文化芸術振興基本法、著作権法　他
事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【５】ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち

施策目標
５‐８【芸術・文化】地域の芸術・文化を守り育て活かそう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・市民のニーズに応え、大衆性、芸術性のバランスを考えた質の高い展覧会の開催
・地元ゆかりの作家展、美術館の特色を活かした展覧会の開催
・ワークショップ、ミュージアムコンサート、講演会など感性を育む関連事業の実施
・市内の保育園、幼稚園、小学校、中学校を対象に鑑賞教室の実施
・施設の維持管理及び改修方針の検討
・市民への発信の注力

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
優れた芸術を紹介する
特別展の開催
地域の芸術を紹介する
企画展の開催
館蔵作品展の開催
講演会等関連事業の実
施
鑑賞教室の開催
施設改修

優れた芸術を紹介する
特別展の開催
地域の芸術を紹介する
企画展の開催
館蔵作品展の開催
講演会等関連事業の実
施
鑑賞教室の開催

優れた芸術を紹介する
特別展の開催
地域の芸術を紹介する
企画展の開催
館蔵作品展の開催
講演会等関連事業の実
施
鑑賞教室の開催
施設改修

優れた芸術を紹介する
特別展の開催
地域の芸術を紹介する
企画展の開催
館蔵作品展の開催
講演会等関連事業の実
施
鑑賞教室の開催
施設改修

優れた芸術を紹介する
特別展の開催
地域の芸術を紹介する
企画展の開催
館蔵作品展の開催
講演会等関連事業の実
施
鑑賞教室の開催
美術館友の会等生涯学
習活動の支援

令和元年度事業
及び積算内容

・展覧会企画運営
・展覧会関連事業の実施
・施設維持管理
・生涯学習活動の支援

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 44,368 33,410 42,053 52,296 35,193

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 66,368 60,450 72,853 87,268 92,400

人件費C=B×7,500千円 16,000 21,040 22,800 26,972 22,500

職員従事者数（人・年）Ｂ 2.00 2.63 3.00 3.55 3.00

人件費E=D×2,000千円 6,000 6,000 8,000 8,000 8,000

非常勤職員従事者数（人・年）D 3.00 3.00 4.00 4.00 4.00

国・県支出金 0 0 0 0 0
特定財源 14,299 10,448 17,632 17,577 18,627

受益者負担金 11,737 8,326 6,121 6,747 7,507
借入金（地方債） 0 0 9,700 10,100 0

一般財源 52,069 50,002 55,221 69,691 16,566
その他特財 2,562 2,122 1,811 730 11,120

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 美術館年間入館者数 人 集計
30,000 30,000 24,000 24,000 26,000
28,582 22,084 14,769 18,369

100 100 100
100 100 100 100

成果 展覧会に対する満足度 ％ アンケート
100 100

100 100 100
146 105 100 100

成果
ワークショップ等イベントの
参加率（充足率）

％ 集計
100 100

390 400 400
391 365 361 382

成果 美術館友の会年間会員数 人 集計
350 370


